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阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
話

原
　
　
田

敦
　
　
子

　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に

古
事
記
上
巻
は
天
若
日
子
の
葬
式
に
や
っ
て
来
た
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神

が
、
容
貌
が
よ
く
似
て
い
た
た
め
死
ん
だ
天
若
日
子
と
間
違
え
ら
れ
て
怒
り
、

喪
屋
を
切
り
ふ
せ
蹴
と
ば
し
て
飛
び
去
っ
た
話
を
伝
え
、
そ
の
後
に
妹
の
高
比

売
命
が
兄
神
の
御
名
を
顕
わ
す
た
め
に
う
た
っ
た
歌
と
し
て
、
　
「
天
な
る
や
弟

棚
機
の
…
…
」
の
歌
謡
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
歌
謡
は
前
後
の
話
と
は

何
ら
関
係
な
く
、
現
在
の
古
事
記
（
日
本
書
紀
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
な
さ

れ
て
い
る
）
の
記
述
の
中
に
お
か
れ
て
い
る
限
り
、
神
の
御
名
を
顕
わ
す
と
い

う
行
為
の
意
味
が
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
歌
謡
は
、
最
初
か

ら
呵
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
御
名
を
顕
わ
す
た
め
に
歌
い
出
さ
れ
て
お
り
、
明

ら
か
に
独
立
歌
謡
と
は
認
め
難
い
。
従
っ
て
「
天
な
る
や
、
」
の
歌
謡
は
他

の
何
ら
か
の
説
話
の
申
に
お
い
て
、
あ
る
特
定
の
状
況
を
背
景
と
し
て
う
た
わ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
古
事
記
の
こ
の
場
所
に
置
か
れ
た
の
は
、
歌
謡
に

う
た
わ
れ
た
呵
治
志
貴
高
日
子
根
神
が
天
若
日
子
の
説
話
に
も
登
場
す
る
と
い

う
縁
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
「
天
な
る
や
…
－
」
の
歌
謡
の

真
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
歌
謡
が
元
来
含
ま
れ
て
い
た
説
話
の

原
形
を
復
元
し
て
、
も
と
の
説
話
の
中
に
置
い
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
歌
謡
に
う
た
わ
れ
た
「
み
谷
二
渡
ら
す
」
の
表
象
が
蛇
体
を
形
容
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
既
に
折
口
信
夫
、
松
村
武
雄
両
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
歌
謡
は
神
の
名
を
顕
わ
す
と
い
う
発

想
と
、
そ
の
神
が
蛇
神
で
あ
る
と
い
う
二
つ
の
要
素
よ
り
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
小
論
で
は
、
こ
の
二
っ
の
要
素
の
示
す
意
味
と
両
者
の
か
か
わ

り
方
を
鍵
と
し
て
、
　
「
天
な
る
や
・
…
：
」
の
歌
謡
の
背
景
を
考
，
ん
て
み
た
い
。

　
　
　
　
一
、
名
を
顕
わ
す
説
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
丹
塗
矢
型
と
三
輪
山
型
の
神
婚
説
話
－

　
こ
の
歌
謡
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
神
名
を
顕
わ
す
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
と

同
じ
性
格
を
有
す
る
説
話
は
他
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
田
祐
吉
氏
も
既



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
山
城
国
風
土
記
逸
文
は

　
玉
依
比
売
、
於
二
石
川
瀬
見
小
川
「
々
遊
為
時
、
丹
塗
矢
自
二
川
上
一
流
下
。

　
乃
束
挿
二
置
床
辺
↓
遂
孕
生
二
男
子
「
至
二
成
レ
人
時
「
外
祖
父
建
角
身
命
、

　
造
二
八
尋
屋
「
竪
二
八
戸
扉
「
醸
二
八
腹
酒
一
而
、
神
集
々
而
、
七
日
七
夜
楽

　
遊
。
然
与
レ
子
語
日
、
汝
父
将
レ
思
人
、
令
レ
飲
二
此
酒
「
即
挙
二
酒
杯
「
向
レ
天

　
為
レ
祭
、
分
二
穿
屋
蓑
「
而
升
二
於
天
－
乃
因
二
外
祖
父
之
名
「
号
二
可
茂
別
雷

　
命
「
所
レ
謂
丹
塗
矢
者
、
乙
訓
郡
社
坐
、
火
雷
命
在
。

と
智
茂
神
杜
の
縁
起
を
記
し
、
ま
た
年
申
行
事
秘
抄
四
月
賀
茂
祭
条
及
び
本
朝

月
令
に
も
同
じ
話
を
載
せ
て
い
る
。
右
の
説
話
で
は
細
部
に
異
同
は
あ
る
も
の

の
、
神
が
丹
塗
矢
と
化
し
て
女
の
も
と
に
近
づ
く
こ
と
、
生
れ
た
子
の
父
神
を

知
る
た
め
に
誓
酒
を
醸
し
て
、
そ
の
子
を
し
て
盃
を
父
神
に
捧
げ
さ
せ
る
こ
と

が
骨
子
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
こ
れ
と
よ
く
似
た
話
は
他
に
も
あ
る
。

　
所
三
以
号
二
荒
里
者
、
此
処
在
神
、
名
道
主
日
女
命
、
元
レ
父
而
生
レ
児
。
為
三

　
之
醸
二
盟
酒
↓
作
二
田
七
町
↓
七
日
七
夜
之
間
、
稲
成
熟
寛
。
乃
醸
レ
酒
集
二
諸

　
神
↓
遣
二
其
子
捧
ウ
酒
、
而
令
レ
養
之
。
於
レ
是
、
其
子
、
向
二
天
目
一
命
一
而
奉

　
之
、
乃
知
二
其
父
－
後
荒
二
其
田
↓
故
号
二
荒
田
村
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
播
磨
国
風
土
記
託
賀
郡
）

こ
こ
で
は
地
名
起
源
説
話
に
変
形
さ
せ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
説
話
の
原
形

は
、
貰
茂
神
社
縁
起
講
か
ら
丹
塗
矢
云
々
の
件
り
と
子
の
昇
天
の
件
り
を
除
去

　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

し
た
も
の
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

古
事
記
中
巻
は
神
武
天
皇
の
大
后
と
な
っ
た
伊
須
気
余
理
比
売
の
出
自
に
関

し
て
、
次
の
よ
う
な
話
を
伝
え
る
。

　
三
嶋
漫
昨
之
女
、
名
勢
夜
陀
多
良
比
売
、
其
容
姿
麗
美
。
故
、
美
和
之
大
物

　
主
神
見
感
而
、
其
美
人
為
二
大
便
一
之
時
、
化
二
丹
塗
矢
↓
自
下
其
為
二
大
便
一
之

　
溝
上
流
下
、
突
二
其
美
人
之
富
登
－
爾
其
美
人
驚
而
、
立
走
伊
須
須
岐
伎
。
乃

　
将
二
来
其
矢
↓
置
レ
於
二
床
辺
↓
忽
成
二
麗
壮
夫
↓
即
警
豆
ハ
美
人
一
生
子
、
名
謂
二

　
富
登
多
多
良
伊
須
須
岐
比
売
命
↓
亦
名
謂
二
比
売
多
多
良
伊
須
気
余
理
比
売
１

こ
の
説
話
は
神
が
丹
塗
矢
と
化
し
て
女
の
も
と
に
通
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
先

の
貰
茂
神
杜
縁
起
課
と
同
じ
く
丹
塗
矢
型
説
話
と
し
て
一
く
く
り
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
一
方
、
日
本
書
紀
に
は
同
じ
比
売
の
出
自
に
関
す
る
記
述

が
他
に
ニ
カ
所
あ
り
、
い
ず
れ
も
右
と
伝
を
異
に
し
て
い
る
。

　
事
代
主
神
、
共
二
三
嶋
溝
概
耳
神
之
女
玉
櫛
媛
一
所
生
児
、
号
日
二
媛
鱈
輔
五

　
十
鈴
媛
命
「
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
武
天
皇
即
位
前
紀
庚
申
年
八
月
）

　
又
目
、
事
代
主
神
、
化
二
為
八
尋
熊
鰐
「
通
二
一
二
嶋
溝
熾
姫
、
或
云
、
玉
櫛

　
姫
－
而
生
二
児
姫
蹟
輸
五
十
鈴
姫
命
「
　
　
　
　
　
　
　
（
神
代
上
一
書
）

こ
こ
で
は
三
嶋
溝
咋
の
媛
に
通
っ
た
神
は
事
代
主
神
で
あ
り
、
し
か
も
神
は

「
八
尋
熊
鰐
」
と
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
話
は
丹
塗
矢
型
説
話
と

は
別
の
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
次
に
述
べ
る
三
輪
山
型
説
話
に
近
い
。
　
「
八
尋

熊
鰐
」
と
は
所
謂
「
長
物
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
格
は
蛇
と
同
じ
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

る
。　

右
に
あ
げ
た
一
連
の
説
話
は
、
共
通
し
て
男
神
が
そ
の
素
姓
を
隠
し
て
女

の
も
と
を
訪
れ
、
子
を
な
す
と
い
う
話
の
筋
を
も
つ
。
い
わ
ゆ
る
神
婚
説
話
で

あ
る
。
こ
の
世
の
男
な
ら
ぬ
神
を
夫
と
し
た
た
め
に
、
子
の
父
の
正
体
は
ど
う

し
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
子
の
父
は
一
体
誰
か
、
こ
の
切
実
な
疑
惑
を

は
ら
す
た
め
に
行
な
わ
れ
た
の
が
、
誓
酒
を
醸
し
祭
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

代
表
的
な
神
婚
説
話
で
あ
る
三
輪
山
型
説
話
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
よ
く
似
た

形
で
話
が
展
開
す
る
。

　
此
謂
二
意
富
多
多
泥
古
一
人
、
所
皇
以
知
二
神
子
一
者
、
上
所
レ
云
活
玉
依
毘
売
、

　
其
容
姿
端
正
。
於
レ
是
有
二
壮
夫
↓
其
形
姿
威
儀
、
於
レ
時
無
レ
比
、
夜
半
之

　
時
、
傭
忽
到
来
。
故
、
相
感
、
共
婚
共
住
之
間
、
未
レ
経
二
幾
時
↓
其
美
人
妊

　
身
。
爾
父
母
佐
二
其
妊
身
之
事
↓
間
二
其
女
一
日
、
汝
者
自
妊
。
元
レ
夫
何
由
妊

　
身
平
。
答
日
、
有
二
麗
美
壮
夫
↓
不
レ
知
二
其
姓
名
↓
毎
レ
タ
到
来
、
共
住
之

　
間
、
自
然
懐
妊
。
是
以
其
父
母
、
欲
レ
知
二
其
人
↓
議
二
其
女
一
日
、
以
二
赤
土
一

　
散
二
床
前
↓
以
二
閏
蘇
紡
麻
一
貫
レ
針
、
刺
二
其
衣
欄
刊
故
、
如
レ
教
而
旦
時
見

　
者
、
所
レ
著
レ
針
麻
者
、
自
二
戸
之
鉤
穴
一
控
通
而
出
、
唯
遺
麻
者
三
勾
耳
。
爾

　
即
知
下
自
二
鉤
穴
一
出
之
状
上
而
、
従
レ
糸
尋
行
者
、
至
二
美
和
山
一
而
留
二
神
社
－

　
故
、
知
二
其
神
子
弍
故
、
因
二
其
麻
之
三
勾
遺
一
而
、
名
二
其
地
一
謂
二
美
和
也
－

　
此
意
富
多
多
泥
古
命
者
、
神
君
、
鴨
君
之
祖
。
　
　
　
　
　
　
　
（
古
事
記
中
巻
）

　
初
大
国
主
神
要
二
三
島
溝
杭
耳
之
女
玉
櫛
姫
刊
夜
未
レ
曙
去
。
来
曽
不
二
昼
到
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
於
レ
是
玉
櫛
姫
績
レ
苧
係
レ
衣
。
至
レ
明
随
レ
苧
尋
寛
。
経
二
於
茅
淳
県
陶
邑
－
直

　
指
二
大
和
国
真
穂
御
諾
山
「
還
視
二
苧
遺
－
唯
有
二
三
崇
刊
因
レ
之
号
二
姓
大
三

　
緊
１
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
撰
姓
氏
録
大
和
国
神
別
地
砥
大
神
朝
臣
）

　
是
後
、
倭
述
々
日
百
襲
姫
命
、
為
二
大
物
主
神
之
妻
－
然
其
神
常
畳
不
レ
見
、

　
而
夜
来
実
。
倭
述
々
姫
命
語
レ
夫
日
、
君
常
畳
不
レ
見
者
、
分
明
不
レ
得
レ
視
二

　
其
尊
顔
「
願
暫
留
之
。
明
旦
仰
欲
レ
観
二
美
麗
之
威
儀
刊
大
神
対
日
、
言
理
灼

　
然
。
吾
明
旦
入
二
汝
櫛
笥
一
而
居
。
願
無
レ
警
一
吾
形
－
麦
倭
述
々
姫
命
、
心
裏

　
密
異
レ
之
。
待
レ
明
以
見
二
櫛
笥
↓
遂
有
二
美
麗
小
蛇
↓
其
長
大
如
二
衣
紐
－
則

　
驚
之
叫
蹄
。
時
大
神
有
恥
、
忽
化
一
人
形
－
謂
二
其
妻
一
日
、
汝
不
レ
忍
令
レ
差
レ

　
吾
。
々
還
令
レ
差
レ
汝
。
価
践
二
大
虚
↓
登
二
子
御
諸
山
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
崇
神
紀
十
年
九
月
）

こ
れ
ら
三
輪
山
型
説
話
に
お
い
て
は
、
丹
塗
矢
型
説
話
に
お
け
る
誓
酒
に
か

わ
っ
て
苧
環
の
糸
が
登
場
し
、
そ
の
糸
を
た
ど
っ
て
男
の
素
姓
を
知
る
こ
と
が

話
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
夫
の
素
姓
を
知
り
た
い
と
い
う
女
の
心

を
、
よ
り
直
接
的
よ
り
積
極
的
に
表
現
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
丹
塗
矢
型
と
三
輪
山
型
の
説
話
は
双
方
と
も
神
婚
説
話
で
あ

り
、
し
か
も
人
問
の
女
が
正
体
の
知
れ
な
い
男
（
実
は
神
）
の
求
婚
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
妻
問
婚
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
た
め
に
生
ず
る
女
の
疑
惑
、
不

安
、
そ
し
て
当
然
の
願
望
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
「
天
な
る

や
…
…
」
の
歌
謡
は
、
明
ら
か
に
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
御
名
を
顕
わ
そ
う



と
し
て
う
た
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
神
の
名
を
顕
わ
す
と
い
う
発
想
と
、
子

の
父
そ
し
て
夫
の
素
姓
を
顕
わ
す
と
い
う
発
想
は
、
同
一
線
上
で
つ
な
が
る
。

「
天
な
る
や
…
…
」
の
歌
謡
に
よ
っ
て
神
名
を
顕
わ
す
こ
と
の
必
要
性
は
、
右

に
挙
げ
た
一
連
の
神
婚
説
話
と
同
じ
よ
う
な
背
景
を
も
っ
た
物
語
の
中
で
生
じ

た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
二
、
説
話
伝
承
氏
族
と
し
て
の
鴨
氏
と
三
輪
氏

　
古
事
記
の
「
天
な
る
や
…
…
」
に
登
場
す
る
神
は
、
前
文
に
「
阿
治
志
貴
高

日
子
根
神
」
と
表
記
さ
れ
、
歌
謡
で
は
「
呵
治
志
貴
多
迦
比
古
泥
能
加
微
」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
古
事
記
の
他
の
箇
所
や
日
本
書
紀
、
出
雲
国
風
土
記
に

は
「
阿
遅
鉦
高
日
子
根
神
」
「
阿
遅
須
枳
高
日
子
命
」
「
阿
遅
須
岐
高
日
子
命
」

な
ど
と
表
記
さ
れ
る
神
は
登
場
し
て
も
、
ア
ジ
シ
キ
な
る
音
を
そ
の
名
に
持
っ

神
は
登
場
し
な
い
。
神
代
紀
下
の
天
稚
彦
の
神
話
で
は
、
こ
の
神
の
名
を
「
味

絹
高
彦
根
神
」
と
表
記
し
て
「
味
紹
、
此
を
ば
棚
賦
須
岐
と
云
ふ
」
と
分
注

し
、
歌
謡
で
は
「
阿
泥
素
企
多
伽
避
顧
禰
」
と
し
て
い
る
。
シ
と
ス
で
は
イ
列

音
と
ウ
列
音
の
違
い
が
あ
る
し
、
シ
キ
の
キ
（
貴
）
は
乙
類
の
仮
名
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
ス
キ
の
キ
（
岐
・
企
・
枳
・
伎
）
は
甲
類
の
仮
名
で
あ
る
。
シ
キ

（
乙
）
と
ス
キ
（
甲
）
は
一
応
別
語
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
古
事
記

に
い
う
ア
ヂ
シ
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
神
と
他
書
に
い
う
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
神
が

果
た
し
て
同
一
の
神
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
書
紀
の
「
天
な

　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

る
や
…
…
」
の
歌
謡
を
記
し
た
部
分
に
は
こ
の
神
の
名
が
ア
ヂ
ス
キ
（
甲
）
と

表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
十
口
班
記
上
巻
に

　
故
、
此
大
国
主
神
、
要
下
坐
二
胸
形
奥
津
宮
一
神
、
多
紀
理
毘
売
命
止
、
生
子
、

　
阿
遅
鉗
高
日
子
根
神
、
次
妹
高
比
売
命
、
亦
名
、
下
光
比
売
命
。

と
あ
っ
て
、
妹
の
名
を
こ
の
歌
謡
の
前
文
と
同
じ
く
高
比
売
命
ま
た
は
下
光
比

売
命
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
ア
ヂ
シ
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
神
は
ア
ヂ
ス

キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
神
と
同
一
の
神
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

シ
キ
（
乙
）
と
ス
キ
（
甲
）
は
音
韻
の
交
替
に
よ
る
変
化
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
右
の
古
事
記
の
文
は
続
い
て

　
此
之
阿
遅
鉗
高
日
子
根
神
者
、
今
謂
二
迦
毛
大
御
神
一
者
也
。
大
国
主
神
、
亦

　
要
二
神
屋
楯
比
売
命
↓
生
子
、
事
代
主
神
。

と
述
べ
る
。
「
迦
毛
大
御
神
」
と
は
、
出
雲
国
造
神
賀
詞
に

　
乃
大
穴
持
命
乃
申
給
久
、
皇
御
孫
命
乃
静
坐
牟
大
倭
国
申
天
、
己
命
和
魂
乎
、

　
八
腿
鏡
爾
取
託
天
、
倭
大
物
主
櫛
販
玉
命
登
名
乎
称
天
、
大
御
和
乃
神
奈
備
爾

　
坐
、
己
命
乃
御
子
阿
遅
須
伎
高
孫
根
乃
命
乃
御
魂
乎
、
葛
木
乃
鴨
能
神
奈

　
備
爾
坐
、
事
代
主
命
能
御
魂
乎
、
宇
奈
提
爾
坐
、

出
雲
国
風
土
記
意
宇
郡
賀
茂
神
戸
の
条
に

　
所
レ
造
二
天
下
一
大
神
命
之
御
子
、
阿
遅
須
枳
高
日
子
命
、
坐
二
葛
城
賀
茂
社
一

と
あ
る
も
の
と
等
し
い
。
神
名
式
上
の
大
和
国
葛
上
那
十
七
座
の
中
に
は
、

「
高
鴨
阿
治
須
岐
託
彦
根
命
神
社
四
座
」
並
び
に
「
鴨
都
波
八
重
事
代
主
命
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二



　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

社
二
座
」
が
あ
る
。
呵
治
志
貴
高
日
子
根
神
は
事
代
主
神
と
共
に
大
国
主
神
の

子
で
あ
り
、
大
和
葛
城
を
本
拠
と
し
て
勢
力
を
は
っ
た
鴨
氏
の
尊
崇
す
る
神
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
丹
塗
矢
型
説
話
の
う
ち
賀
茂
神
社
縁
起
課
は
賀
茂
の
上
下
の
杜

を
祀
る
山
城
の
鴨
氏
の
、
そ
し
て
三
輪
山
型
説
話
は
大
物
主
神
を
斎
き
祀
る
三

輪
氏
の
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
承
す
る
説
話
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ

ば
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
登
場
す
る
歌
謡
は
、
こ
の
神
を
尊
崇
す
る
葛
城
の

鴨
氏
の
伝
承
す
る
説
話
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
等
の
氏
族
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
己
が
祖
神
の
神
婚
説
話
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
葛
城
の
鴨
氏
は
、
三
輪
氏
更
に
は
山
城
の
鴨
氏
と
同
族
で
あ
っ
た
。
神
代
紀

一
書
に
は

　
大
国
主
神
、
亦
名
大
物
主
神
、
亦
号
二
国
作
大
己
貴
命
１

と
あ
り
、
こ
の
大
己
貴
神
の
幸
魂
奇
魂
が
「
日
本
国
之
三
諸
山
」
に
住
ん
だ
の

が
「
大
三
輪
之
神
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
大
国
主
神
Ｈ
大
物
主
神
Ｈ

大
三
輪
神
の
等
式
が
成
立
す
る
。
神
代
紀
一
書
に
は
続
け
て

　
此
神
之
子
、
即
甘
茂
君
等
・
大
三
輸
君
等

と
あ
り
、
新
撰
姓
氏
録
大
和
国
神
別
地
祇
賀
茂
朝
臣
の
条
に
も

　
大
神
朝
臣
同
祖
。
大
国
主
神
之
後
也
。
大
田
田
彌
古
命
孫
大
賀
茂
都
美
命

　
一
名
大
賀
茂
足
尼
奉
レ
斎
二
賀
茂
神
社
一
也
。

と
あ
っ
て
、
大
和
の
鴨
氏
と
三
輪
氏
は
大
三
輪
の
神
即
ち
大
国
主
神
の
子
孫
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

あ
っ
て
、
出
雲
族
の
一
派
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
大
三
輪
の
神
の

子
（
孫
）
大
田
田
禰
古
命
の
孫
は
、
賀
茂
の
名
を
称
し
、
葛
城
の
鴨
氏
の
尊
崇

す
る
賀
茂
神
社
を
祀
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
賀
茂
神
杜
は
大
三
輪
神
三
杜

鎮
座
次
第
に

　
大
田
田
根
子
命
の
孫
大
賀
茂
妖
命
勅
を
承
け
て
杜
を
葛
城
邑
賀
茂
の
地
に
立

　
て
て
事
代
主
命
を
奉
斎
す
。
価
り
て
賀
茂
君
の
氏
を
賜
ふ
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鴨
都
波
八
重
事
代
主
命
神
社
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
一
方
、
山
城
の
鴨
氏
は
新
撰
姓
氏
録
山
城
国
神
別
天
神
の
条
に
よ
る
と

　
賀
茂
県
主
。
神
魂
命
孫
武
津
之
身
命
之
後
也
。

　
鴨
県
主
。
賀
茂
県
主
同
祖
。
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
。
諮
神
武
。
欲
レ
向
二
中
洲
一

　
之
時
。
山
中
瞼
絶
。
蹴
渉
失
レ
路
。
於
レ
是
。
神
魂
命
孫
鴨
建
津
之
見
命
。

　
化
レ
如
二
大
鳥
刊
翔
飛
奉
レ
導
。
遂
達
二
中
洲
「

と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
神
魂
命
」
と
い
う
神
名
の
表
記
の
し
か
た
は
、
出
雲
国

風
土
記
と
出
雲
国
造
神
賀
詞
に
の
み
見
ら
れ
る
。
太
田
売
氏
が
「
神
皇
産
霊
神

と
い
ふ
神
は
、
出
雲
神
の
中
心
と
な
ら
れ
た
大
国
主
命
が
崇
敬
せ
ら
れ
、
そ
の

助
を
受
け
た
と
伝
ふ
る
が
如
く
、
出
雲
神
系
統
氏
々
の
氏
神
で
あ
っ
た
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

な
か
ら
う
か
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
戸
谷
高
明
氏
が
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
神
は
高

天
原
系
神
話
に
現
わ
れ
て
主
流
的
な
位
置
を
占
め
、
こ
れ
に
対
し
て
カ
ミ
ム
ス

ビ
の
神
は
傍
流
的
な
出
雲
系
神
話
に
し
か
現
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
を
指
摘
さ

　
　
　
　
＠

れ
た
よ
う
に
、
カ
、
・
・
ム
ス
ビ
の
神
は
出
雲
系
の
祖
神
で
あ
る
。
従
っ
て
山
城
の



鴨
氏
も
、
葛
城
の
鴨
氏
や
三
輪
氏
と
同
じ
く
出
雲
族
の
一
派
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
し
か
も
山
城
鴨
氏
の
祖
神
た
る
賀
茂
建
角
身
命
の
事
蹟
は

　
日
向
曽
之
高
千
穂
峯
天
降
坐
神
、
賀
茂
建
角
身
命
也
、
神
倭
石
余
比
古
之

　
御
前
立
坐
而
、
宿
二
坐
大
倭
葛
木
山
之
峯
刊
自
レ
彼
漸
遷
、
至
二
給
山
代
国
岡

　
田
之
賀
茂
－
随
二
山
代
河
一
下
坐
、
葛
野
河
与
二
賀
茂
河
↓
所
レ
会
至
坐
。
見
二

　
迫
賀
茂
川
一
可
言
、
離
二
狭
小
↓
然
石
川
清
川
在
。
侃
名
号
二
石
川
瀬
見
小
川
－

　
白
二
彼
川
一
上
坐
、
定
二
坐
久
我
国
之
北
山
基
－
従
二
爾
時
↓
名
日
二
賀
茂
一
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
城
国
風
土
記
逸
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

と
語
ら
れ
て
い
て
、
賀
茂
建
角
身
命
は
大
和
の
葛
木
山
か
ら
岡
田
の
賀
茂
を
経

て
山
城
へ
遷
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
山
城
の
鴨
氏
は
葛

城
の
鴨
氏
の
一
派
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
賀
茂
建
角
身
命
は
天
降
神
と
伝
え
ら

れ
る
神
魂
命
の
孫
で
あ
り
、
新
撰
姓
氏
録
で
も
賀
茂
県
主
、
鴨
県
主
は
天
神
に

列
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
国
主
神
は
国
つ
神
で
あ
り
、
賀
茂
朝
臣
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

地
祇
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
太
田
売
氏
の
説
か
れ
る
如
く
、
建
角
身

命
も
元
来
は
地
祇
の
族
で
葛
城
の
鴨
氏
の
一
派
で
あ
っ
た
の
が
、
後
世
賀
茂
神

杜
が
盛
大
に
な
る
に
及
ん
で
葛
城
の
鴨
社
と
の
関
係
を
絶
ち
、
天
神
の
族
と
言

う
に
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
述
べ
来
っ
た
よ
う
に
、
山
城
の
鴨
氏
と
大

和
の
三
輪
氏
は
、
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
を
祭
る
葛
城
の
鴨
氏
を
申
に
し
て
同

じ
血
統
に
連
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
出
雲
族
の
一
派
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

　
こ
れ
等
の
氏
族
が
伝
承
す
る
神
婚
説
話
の
う
ち
、
丹
塗
矢
型
説
話
の
拠
茂
神

社
縁
起
講
は
山
城
の
鴨
氏
が
、
三
輸
山
型
の
説
話
は
三
輪
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
伝

承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
と
こ
ろ
で
事
代
主
神
が
八
尋
熊
鰐

と
な
っ
て
三
嶋
溝
咋
の
媛
を
訪
れ
た
と
い
う
話
は
、
摂
津
三
鳴
の
鴨
氏
に
よ
っ

て
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
淀
川
と
い
う
大
河
の
ほ
と
り
は
、
ま
さ

に
八
尋
熊
鰐
と
な
っ
た
神
の
訪
婚
を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
地
で
あ
っ
た
。
三
嶋

地
方
に
は
神
名
式
嶋
下
郡
に
溝
咋
神
杜
、
三
嶋
鴨
神
杜
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
鴨

氏
が
勢
威
を
は
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
三
嶋
の
鴨
氏
は
新
撰
姓
氏

録
摂
津
国
神
別
地
祇
の
条
に

　
鴨
部
祝
。
賀
茂
朝
臣
同
祖
。
大
国
主
神
之
後
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
葛
城
の
鴨
氏
と
同
族
関
係
に
あ
り
（
ひ
い
て
は
三
輪
氏
、
山

城
の
鴨
氏
と
同
じ
血
縁
に
つ
な
が
る
）
、
事
代
主
神
が
こ
の
地
の
女
に
通
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
葛
城
と
三
嶋
の
両
鴨
氏
の
姻
戚
関
係
を
反
映
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
古
事
記
で
は
同
じ
話
を
記
述
し
て
、
神
を
車
代
主
神

の
父
大
物
主
神
と
し
、
神
が
化
し
た
の
は
丹
塗
矢
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
神
を

大
物
主
神
と
し
た
の
は
、
単
に
親
子
を
と
り
ち
ノ
が
え
た
と
い
う
以
上
に
、

鴨
氏
に
お
い
て
は
大
和
の
大
氏
族
で
あ
る
三
輪
氏
と
の
結
び
つ
き
を
説
話
に
よ

っ
て
証
し
た
い
と
い
う
要
求
が
あ
り
、
三
輪
氏
に
お
い
て
は
後
に
神
武
天
皇
の

大
后
と
な
っ
た
伊
須
気
余
理
比
売
を
大
物
主
神
の
子
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

己
が
一
族
と
大
和
靭
廷
と
の
関
係
を
強
調
し
た
い
と
い
う
要
求
が
あ
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

と
思
わ
れ
る
。
両
氏
族
の
要
求
が
合
致
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
説
話
は
変
改
さ

れ
、
そ
の
際
三
輪
山
型
か
ら
丹
塗
矢
型
に
移
行
し
た
。
そ
れ
に
は
三
嶋
鴨
氏
が

山
城
鴨
氏
と
関
係
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
三
嶋
地
方
が
山
城
国

と
境
を
接
し
、
こ
の
あ
た
り
が
丹
塗
矢
型
と
三
輪
山
型
の
説
話
の
近
畿
に
お
け

る
分
布
の
接
点
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
も
と
も
と
三
輪
氏
が
伝
承

す
る
大
物
主
神
の
神
婚
説
話
で
は
神
は
蛇
神
で
あ
り
、
神
が
通
う
相
手
の
女
は

河
内
美
努
村
（
古
事
記
）
も
し
く
は
茅
淳
県
陶
邑
（
書
紀
）
の
陶
津
耳
命
の
女

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
古
事
記
の
伊
須
気
余
理
比
売
の
出
自
説
話
で
右
の
よ
う
な

変
改
を
受
け
た
た
め
、
新
撰
姓
氏
録
大
神
朝
臣
条
の
神
婚
説
話
で
も
話
の
筋
は

三
輪
山
型
を
と
り
な
が
ら
、
相
手
の
女
を
「
三
島
溝
杭
耳
之
女
」
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
神
の
衣
に
つ
け
た
苧
が
茅
淳
県
陶
邑
を
経
て
三

輪
山
へ
向
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
、
三
輪
氏
本
来
の
伝
承
の
痕
跡
を
と
ど
め

て
い
る
。

　
次
に
掃
磨
国
風
土
記
託
賀
郡
荒
田
の
条
の
話
の
伝
承
氏
族
を
考
え
て
み
る

時
、
秋
本
吉
郎
氏
は
国
造
時
代
以
前
塀
磨
国
東
北
部
は
播
麿
鴨
国
と
い
い
鴨
氏

が
占
居
し
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
、
更
に
奥
津
嶋
比
売
命
の
話
は
鴨
氏
族
の
伝
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

で
あ
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。
同
様
に
考
え
て
、
同
じ
託
賀
郡
に
伝
え
ら
れ
る

こ
の
天
目
一
命
の
神
婚
説
話
も
、
掃
磨
を
本
拠
と
し
て
い
た
鴨
氏
の
伝
承
す
る

と
こ
ろ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
丹
塗
矢
型
と
三
輪
山
型
の
神
婚
説
話
の
間
に
、
テ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

マ
、
訪
婚
す
る
神
、
相
手
の
女
に
っ
い
て
共
通
点
が
見
ら
れ
、
或
い
は
交
替
現

象
が
生
じ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
説
話
を
伝
承
す
る
山
城
・
莫
城
・
三
嶋
・
播
磨

の
鴨
氏
更
に
は
大
和
の
三
輪
氏
が
同
族
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
見
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
三
、
蛇
神
と
雷
神

　
呵
治
志
貴
高
日
子
根
神
は
蛇
神
で
あ
る
。
　
「
天
な
る
や
…
…
」
の
歌
謡
の

「
み
谷
二
渡
ら
す
」
の
表
象
は
、
折
口
信
夫
氏
が
「
三
谷
を
一
わ
た
し
し
、
更

に
あ
ち
ら
か
ら
此
方
へ
今
一
わ
た
し
す
る
だ
け
の
畏
る
べ
き
長
大
な
御
身
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

た
せ
ら
れ
る
」
と
解
さ
れ
、
松
村
武
雄
氏
が
八
岐
大
蛇
に
関
す
る
「
其
長
度
踏

八
谷
峡
八
尾
」
（
古
事
記
）
「
蔓
延
於
八
丘
八
谷
之
間
」
（
書
記
正
文
）
等
の
記

述
を
ひ
か
れ
て
、
　
「
『
み
谷
二
亙
ら
す
』
と
い
う
類
ひ
の
発
想
法
は
、
そ
の
主
体

が
長
大
な
長
轟
的
霊
物
で
あ
る
こ
と
を
説
示
す
る
一
っ
の
慣
用
で
あ
っ
た
」
と

　
　
　
　
　
　
　

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
蛇
の
姿
態
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
こ

の
神
に
見
ら
れ
る
、
喪
屋
を
切
り
ふ
せ
て
美
濃
国
ま
で
蹴
放
っ
た
り
、
　
「
甚
昼

夜
天
坐
」
　
（
出
雲
国
風
土
記
神
門
郡
高
岸
郷
）
な
ど
の
行
動
に
は
、
雷
神
と
し

て
の
性
格
も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
こ
の
歌
謡
と
親
近
の
関
係
に
あ
る
丹
塗
矢
型
説
話
に
お
け
る
父
神

は
、
子
が
別
雷
神
で
あ
る
こ
と
、
丹
塗
矢
が
火
雷
神
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
雷
神

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
型
の
説
話
で
は
丹
塗
矢
が
重
要
な
役
割



を
果
た
し
て
い
る
が
、
神
婚
説
話
に
お
け
る
矢
の
意
義
に
っ
い
て
柳
田
国
男
氏

は
、
「
箭
は
岡
よ
り
神
の
斎
串
の
最
も
神
速
な
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
神
木
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

身
」
で
あ
っ
て
占
有
権
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て

加
賀
神
崎
の
説
話
に
っ
い
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
弓
箭
の
意
義
を
「
恐
ら
く
是

も
均
し
く
神
の
霊
を
姫
神
に
依
ら
し
む
る
美
し
き
箭
の
一
例
で
、
後
世
の
人
身

御
供
の
物
語
に
必
ず
伴
ふ
白
羽
箭
と
同
じ
く
神
が
処
女
を
点
定
し
た
ま
ふ
一
つ

の
形
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
鴨
系

の
説
話
に
お
け
る
丹
塗
矢
に
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
矢
が
丹
塗
り
で

あ
っ
た
の
は
、
処
女
を
点
定
す
る
神
が
雷
神
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

丹
塗
矢
は
雷
の
形
状
を
し
め
し
、
雷
神
の
象
徴
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
更
に
言
う
な
ら
ば
、
雷
神
は
天
上
か
ら
地
上
へ
の
火
の
運
搬
者
で
あ
っ
た
。

柳
田
氏
は
「
日
本
に
は
火
山
は
多
い
が
、
我
民
族
の
火
の
始
は
之
に
発
し
た
の

で
は
無
か
っ
た
ら
し
い
。
天
の
大
神
の
御
子
が
別
雷
で
あ
っ
て
、
後
再
び
空
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ひ
と
つ

還
り
給
ふ
と
云
ふ
山
城
の
賀
茂
、
又
は
椛
磨
の
目
一
箇
の
神
の
神
話
は
、
此
国

　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
た
が
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
プ
ロ
メ
ト
イ
ス
が
露
震
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
居
る
」
と
与
一
口
わ
れ
、
更

に
「
本
来
鍛
冷
は
火
の
効
用
を
人
類
の
ｍ
に
顕
す
べ
き
最
重
要
の
工
芸
で
あ
っ

た
。
同
時
に
又
水
の
徳
を
仰
ぐ
べ
き
職
業
で
も
あ
っ
た
。
日
本
で
は
火
の
起
源

を
天
っ
日
と
想
像
し
雷
を
其
運
搬
者
と
見
た
が
故
に
、
乃
ち
別
雷
系
の
神
話
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

存
す
る
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
美
和
の
大
物
主
神
が
丹
塗
矢
と
な
っ

て
勢
夜
陀
多
良
比
売
を
要
り
、
な
し
た
子
の
名
が
比
売
多
多
良
伊
須
気
余
理
比

　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

売
（
書
紀
で
は
姫
鱈
輔
五
十
鈴
媛
命
）
と
鍛
冶
に
縁
の
深
い
タ
タ
ラ
の
語
を
含

ん
で
い
る
の
も
、
ま
た
怖
磨
国
風
土
記
托
賀
郡
の
説
話
に
登
場
す
る
父
神
が
天

目
一
命
と
い
う
鍛
冶
者
の
奉
ず
る
神
で
あ
る
の
も
、
由
な
し
と
し
な
い
の
で
あ

る
。　

他
方
、
三
輪
山
型
説
話
の
神
は
蛇
神
で
あ
っ
た
。
崇
神
紀
十
年
九
月
の
倭
述

々
日
百
襲
姫
命
の
箸
墓
説
話
で
は
、
大
物
主
神
は
「
美
麗
小
蛇
」
の
正
体
を
あ

ら
わ
し
、
遂
に
は
「
践
二
大
虚
↓
登
二
干
御
諸
山
一
」
て
し
ま
う
。
し
か
る
に
古

事
記
の
伊
須
気
余
理
比
売
の
出
自
に
関
す
る
説
話
で
は
、
　
「
美
和
之
大
物
主

神
」
は
丹
塗
矢
に
化
し
て
女
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
説
話
の
型
の

移
行
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
蛇
神
は
雷
神
に
変
身
し
う
る
性
格
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
常
陸
国
風
土
記
那
賀
郡
茨

城
里
の
条
に
伝
え
る
賄
時
臥
山
伝
説
で
は
、
素
姓
の
知
れ
な
い
男
と
夫
姑
に
な

っ
た
女
が
小
さ
な
蛇
を
産
む
が
、
そ
の
子
は
不
思
議
な
性
格
の
持
主
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
神
の
子
と
知
れ
、
父
神
の
も
と
へ
行
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の

子
は
旅
立
つ
に
当
た
っ
て
従
者
が
欲
し
い
と
言
う
が
こ
と
わ
ら
れ
、
恨
み
を
合

ん
で
「
臨
二
決
別
時
一
不
レ
勝
二
怒
怨
一
震
二
殺
伯
父
一
而
昇
レ
天
」
ろ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。
三
輪
山
型
説
話
に
類
す
る
話
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
神
の
子
は
蛇
神
に

し
て
雷
神
の
性
格
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た
日
本
霊
異
記
上
巻
第
三
話
の
道
場
法
師

は
、
雷
神
の
寄
胎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
「
頭
纏
レ
蛇
二
遍
、
首
尾
垂
後
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

生
」
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
蛇
神
即
雷
神
の
性
格
を
顕
著
に
示
す
の
は
、
雄

略
紀
七
年
七
月
条
の
少
子
部
連
螺
盲
脚
の
話
で
あ
る
。

　
天
皇
詔
二
少
子
部
違
螺
盲
脚
一
日
、
朕
欲
レ
見
二
三
諸
岳
神
之
形
↓
或
云
此
山
之
神
為
二
大

　
物
代
主
神
一
也
或
云
蒐
田
墨
坂
神
也
汝
膏
力
過
レ
人
、
自
行
捉
来
。
螺
蔵
答
日
、
試

　
往
捉
之
。
乃
登
二
三
諾
缶
↓
捉
二
取
大
蛇
↓
奉
レ
示
二
天
皇
１
々
々
不
二
斎
戒
「

　
其
雷
胞
々
、
目
精
赫
々
。
天
皇
畏
、
蔽
レ
目
不
レ
見
、
却
二
入
殿
中
－
使
レ
放
二

　
於
缶
「
価
改
賜
レ
名
為
レ
雷
。

こ
の
語
は
日
本
霊
異
記
上
巻
第
一
話
で
は
、
雷
神
の
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
。
右
に
見
る
限
り
、
蛇
神
即
雷
神
と
す
る
信
仰
が
存
し
た
こ
と
は
、
否
定
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
は
記
紀
に
お
い
て
は
蛇
神
及
び
雷
神
の
性
格
を
あ
ら

わ
す
が
、
出
雲
国
風
土
記
で
は
専
ら
水
の
信
仰
に
関
係
し
て
語
ら
れ
る
。
即
ち

仁
多
郡
三
沢
郷
の
条
で
は
、
こ
の
神
の
襖
ぎ
を
学
ん
で
出
雲
国
造
が
襖
ぎ
を
す

る
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
楯
縫
郡
神
名
樋
山
の
条
に
は
、
こ
の
神
の
御
子
多
伎

都
比
古
命
（
タ
キ
ツ
は
滝
津
で
あ
ろ
う
）
に
雨
乞
い
を
す
る
と
必
ず
雨
を
降
ら

せ
る
と
あ
る
。
古
代
蛇
神
は
水
の
神
で
あ
り
、
雷
も
雨
を
伴
な
う
も
の
で
あ
る

が
故
に
、
水
と
蛇
と
雷
は
非
常
に
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。
阿
治
志
貴
高
日
子
根

神
は
水
を
掌
る
神
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
と
い
う
神
名
の
申
心
は
言
う
ま
で
も
な
く
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
あ
り
、
ス
キ
は
鋤
と
考
え
ら
れ
る
。
武
田
祐
吉
氏
の
御
指
摘
の
如
く
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

神
名
は
、
出
雲
国
風
土
記
意
宇
郡
出
雲
神
戸
の
条
に
「
五
百
津
鎧
々
猶
所
二
取

々
一
而
所
レ
造
二
天
下
一
大
穴
持
命
」
と
い
わ
れ
た
大
国
主
神
の
御
子
神
と
し
て
の

性
格
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
神
が
農
具
と
し
て
の
ス
キ

を
祀
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
肥
後
和
男
氏
も
既
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で

　
＠
あ
る
。
水
を
掌
る
神
で
あ
り
、
し
か
も
農
具
で
あ
る
ス
キ
を
神
名
の
中
心
に
お

い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
は
農
業
神
と
し
て
の
性
格

が
非
常
に
強
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
松
村
武
雄
氏
は
出
雲
系
神
話
の
特
徴
と
し
て
、
水
・
雨
に
関
す
る
霊
格
の
豊

多
、
農
業
関
係
の
神
々
の
豊
多
、
蛇
性
的
霊
格
の
醐
亙
多
な
ど
を
挙
げ
、
そ
の
成

因
を
出
雲
系
民
族
が
「
国
つ
神
」
族
の
う
ち
で
も
最
も
強
く
大
地
に
即
し
た
生

活
、
農
耕
食
養
経
済
を
最
も
組
織
的
に
早
く
営
為
し
た
こ
と
に
求
め
て
お
ら
れ

＠
る
。
呵
治
志
貴
高
日
子
根
申
の
歌
謡
を
、
そ
し
て
丹
塗
矢
型
及
び
三
輪
山
型
の

説
話
を
伝
承
し
た
氏
族
は
、
出
雲
族
の
一
派
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
説
話
に
主

役
を
演
じ
る
神
が
蛇
神
で
あ
り
或
い
は
雷
神
で
あ
る
の
は
、
説
話
を
伝
承
す
る

氏
族
の
生
活
と
信
仰
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
四
、
棚
機
つ
女

　
「
天
な
る
や
、
」
の
歌
謡
に
お
い
て
は
、
阿
治
志
貴
高
日
子
艮
神
の
御
名

が
う
た
わ
れ
、
そ
の
蛇
体
が
「
み
谷
二
渡
ら
す
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
正
体

不
明
の
男
で
あ
っ
た
こ
の
神
の
名
と
蛇
神
と
し
て
の
正
体
が
明
か
さ
れ
た
の



で
あ
る
。
神
の
素
姓
、
正
体
が
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
こ
の
歌

謡
が
神
婚
説
話
の
中
で
う
た
わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
歌
謡
の
示

す
状
況
は
、
何
物
か
に
姿
を
変
え
て
女
の
も
と
に
通
っ
た
呵
治
志
貴
高
日
子
根

神
が
女
に
正
体
を
知
ら
れ
、
蛇
神
本
未
の
姿
を
現
じ
て
飛
び
去
ろ
う
と
す
る

　
　
そ
ん
な
場
面
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

　
た
だ
凝
問
と
し
て
残
る
の
は
、
　
「
天
な
る
や
弟
棚
機
の
う
な
が
せ
る
玉
の
例

統
穴
玉
は
や
」
の
歌
詞
が
単
に
「
み
谷
二
渡
ら
す
」
と
い
う
蛇
の
姿
態
の
形
容

で
あ
り
、
下
句
を
引
出
す
た
め
の
修
辞
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
　
「
弟
棚
機
の
う
な
が
せ
る
玉
の
御
統
」
は
、
そ
れ
に
し
て
は
余
り
に
も

具
体
的
で
あ
り
、
蛇
の
姿
能
あ
形
容
と
し
て
は
唐
突
の
感
を
免
れ
な
い
。
佐
竹

昭
広
氏
は
、
蛇
賀
入
の
廿
話
に
は
女
が
糸
を
紡
い
だ
り
機
を
織
っ
た
り
す
る
場

面
が
冒
頭
に
語
ら
れ
る
例
が
散
見
す
る
こ
と
、
三
倫
山
伝
説
で
は
苧
環
の
糸
が

棚
手
を
探
知
す
る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
、
話
の
展
開
に
中
心
的
役
割
を
果
た

す
こ
と
か
ら
、
こ
の
伝
説
は
神
衣
を
調
え
る
た
め
の
機
織
り
を
仕
乎
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

た
巫
女
達
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。

　
機
を
織
る
と
い
う
こ
と
は
、
女
達
の
重
要
な
宗
教
上
の
任
務
で
あ
っ
た
。
柳

　
　
　
　
　
　
　
◎

田
国
男
氏
に
よ
れ
ば
、
　
１
兎
に
角
に
機
を
織
る
こ
と
が
上
手
と
い
ふ
の
は
、
元

は
確
か
に
神
を
祭
る
に
適
し
た
と
い
ふ
こ
と
も
意
味
し
て
い
た
」
し
、
　
「
織
姫

と
い
へ
ば
神
に
仕
ふ
る
少
女
で
あ
り
、
後
に
は
祀
ら
れ
て
従
神
の
一
に
列
す
べ

き
巫
女
で
あ
っ
た
。
」
弟
棚
機
も
そ
の
よ
う
な
神
に
仕
え
て
神
衣
を
織
る
巫
女

　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

の
一
人
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
こ
の
歌
謡
と
親
近
関
係

に
あ
る
丹
塗
矢
型
及
び
三
輪
山
型
の
説
話
に
共
通
し
て
登
場
し
、
神
の
妻
と
な

る
女
の
名
が
「
玉
依
比
売
」
も
し
く
は
「
玉
梛
姫
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
証

し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＠

　
柳
田
氏
に
よ
れ
ば
、
玉
依
比
売
と
は
即
ち
魂
懸
り
姫
で
、
「
神
に
奉
仕
す
る
巫

女
ロ
ゾ
重
が
超
人
問
の
言
語
を
為
す
だ
け
で
も
斯
く
名
づ
く
ろ
こ
と
を
得
た
の

に
、
昔
は
其
上
に
具
体
化
し
た
る
霊
の
力
が
示
さ
れ
て
、
其
果
実
の
出
現
を
以

て
愈
々
其
依
坐
の
人
に
遠
く
、
神
に
近
き
こ
と
を
護
擦
立
て
た
の
で
あ
る
。
明

玉
の
児
孫
を
生
ず
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
神
の
分
霊
の
空
名
で
無
い
こ
と
を
表
示

す
る
一
の
象
徴
で
あ
っ
た
か
と
思
ふ
。
之
を
他
の
一
面
か
ら
説
明
す
れ
ば
、
此

の
如
き
霊
石
を
管
理
し
得
る
者
は
託
宣
を
職
と
す
る
巫
女
に
限
り
、
彼
等
は
其

祖
先
即
ち
上
代
の
巫
女
を
ば
、
神
に
接
近
し
て
神
の
王
子
を
産
む
程
迄
に
、
神

異
な
る
婦
人
な
り
と
主
張
し
得
た
の
で
あ
る
。
」
玉
櫛
姫
な
る
名
称
も
ま
た
、

「
神
の
斎
串
の
最
も
神
速
な
る
も
の
」
で
あ
る
矢
に
よ
っ
て
神
が
点
定
し
た
巫

女
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
一
つ
の
物
語
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
実
は
蛇

神
は
、
姿
を
変
え
素
姓
を
隠
し
て
、
神
衣
を
調
え
る
た
め
の
機
織
り
女
即
ち
弟

棚
機
の
も
と
を
訪
れ
た
。
自
分
の
夫
は
一
体
誰
な
の
か
、
夜
毎
訪
れ
る
正
体
不

明
の
男
を
迎
え
て
女
の
不
安
と
疑
惑
は
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。
遂
に
一
計
を
案

じ
て
女
は
夫
の
正
体
を
知
っ
た
。
女
が
策
し
た
計
が
如
何
な
る
も
の
か
は
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

由
も
な
い
が
、
女
が
棚
機
っ
女
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
三
輸
山
型

説
話
に
お
け
る
が
如
く
苧
環
の
糸
を
用
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
正
体

を
知
ら
れ
た
神
は
、
女
を
訪
れ
て
女
の
目
の
前
で
そ
の
本
性
を
あ
ら
わ
し
、
蛇

の
姿
と
な
っ
て
天
上
へ
昇
っ
て
い
っ
た
。
「
天
な
る
や
：
・
…
」
の
歌
謡
は
、
蛇

神
昇
天
の
際
、
女
が
う
た
っ
た
歌
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
右
の
よ
う
な
物
語
と
歌
謡
を
生
み
出
し
語
り
伝
え
た
の
は
、
葛
城
の
高
鴨
の

神
に
仕
え
て
神
衣
を
織
る
巫
女
達
で
あ
っ
た
ろ
う
。
機
織
り
の
巫
女
達
は
、
自

分
達
が
斎
き
祀
る
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
と
自
分
達
の
祖
先
で
あ
る
上
代
の
巫

女
と
の
婚
姻
の
話
を
作
り
上
げ
た
。
　
「
天
な
る
や
弟
棚
機
」
に
は
、
物
語
の
女

主
人
公
の
、
そ
し
て
物
語
を
生
み
出
し
伝
承
し
た
女
達
の
生
業
が
う
た
い
こ
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
「
天
な
る
や
弟
棚
機
」
と
は
天
上
界
の
棚
機
つ
女
で
あ
っ
て
、
人
間

界
の
女
と
は
身
分
を
異
に
す
る
。
女
が
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
蛇
体
の
形
容

に
地
上
の
女
な
ら
ぬ
天
上
の
棚
機
つ
女
を
う
た
っ
た
の
は
、
こ
の
神
が
正
体
を

あ
ら
わ
し
て
天
上
へ
昇
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
女
の
目
前
に
あ
る
の
は
既
に

正
体
不
明
の
男
で
は
な
く
、
畏
怖
す
べ
き
神
で
あ
る
以
上
、
そ
の
神
の
天
上
へ

飛
び
去
っ
て
ゆ
く
姿
の
形
容
に
は
、
地
上
の
景
物
で
は
な
く
天
上
の
景
物
を
も

っ
て
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
上
界
に
想
像
さ

れ
る
棚
機
つ
女
の
こ
と
は
、
天
岩
戸
の
神
話
に
登
場
す
る
天
照
大
御
神
や
天
の

服
織
女
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
は
天
上
界
の
神
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
神
は
、
前

述
の
よ
う
に
蛇
神
と
し
て
の
性
格
と
雷
神
と
し
て
の
性
格
を
合
わ
せ
持
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
。
そ
し
て
雷
神
は
、
前
に
引
い
た
柳
田
氏
の
論
に
も
あ
る
よ
う
に
、
天
上
か

ら
地
上
へ
の
火
の
運
搬
者
で
あ
る
故
に
天
上
と
地
上
を
往
復
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
が
天
上
へ
昇
っ
て
ゆ
く
の
も
、
女
が

そ
の
天
上
に
あ
っ
て
自
分
と
同
じ
く
神
衣
を
織
る
と
伝
え
ら
れ
る
棚
機
つ
女
を

景
物
と
し
て
歌
う
の
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。

　
も
と
も
と
鴨
氏
の
伝
承
は
天
上
界
と
の
関
係
が
深
く
、
こ
の
点
す
ぐ
れ
て
地

上
的
で
あ
る
三
輪
氏
の
伝
承
と
は
対
照
的
な
特
徴
を
示
す
。
賀
茂
神
社
縁
起
課

で
は
、
火
雷
神
の
子
で
あ
る
別
雷
神
は
、
自
分
の
父
は
天
上
に
在
り
と
し
て
天

上
へ
昇
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
締
磨
国
風
土
記
託
賀
郡
の
神
婚
説
話
で
も
、
父
は
天

目
一
命
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
子
の
昇
天
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、
父
神

は
名
に
「
天
」
の
字
を
負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
天
上
に
関
係
の
深
い
神

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
天
目
一
命
が
鍛
冶
者
の
奉
ず
る
神
で
あ
っ
た
こ
と

は
先
に
述
べ
た
が
、
鍛
冶
と
火
と
雷
の
深
い
関
係
か
ら
み
て
、
こ
の
神
も
雷
神

と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
天
な
る
や
」
の
表
象
は
、
葛
城
鴨
氏
の
祖
神
た
る
呵
治
志
貴
高
日
子
根
神

の
雷
神
と
し
て
の
性
各
と
、
ひ
い
て
は
鴨
氏
の
伝
承
に
特
有
の
天
上
界
と
の
か

か
わ
り
方
を
表
わ
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
再
び
言
う
な
ら
ば
、
こ
の

歌
謡
に
う
た
い
出
さ
れ
た
の
が
天
上
の
他
の
女
神
で
は
な
く
、
天
の
棚
機
つ
女



で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
神
婚
説
話
と
歌
謡
を
作
り
上
げ
た
鴨
氏
の
巫
女
の
生

業
が
投
影
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
歌
謡
は
後
に
物
語
と
切
り
離
さ
れ
、
神
婚
説
話
の
背
景
を
欠

な
っ
て
、
専
ら
神
名
を
顕
わ
す
た
め
に
の
み
－
即
ち
神
託
の
如
き
も
の
と
し

て
ー
高
鴨
の
神
人
集
団
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
若
日
子
の
神
話
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
前
の
段
階
に
お
い
て
、
既
に
こ
の
歌
謡

は
物
語
的
習
景
を
失
な
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
五
、
阿
治
志
貴
高
目
子
根
神
と
出
雲

　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
は
、
出
雲
国
風
土
記
で
は
意
宇
郡
賀
茂
神
戸
．
神
門

郡
塩
冶
郷
・
同
高
岸
郷
・
仁
多
郡
三
沢
郷
の
四
カ
所
に
事
蹟
が
語
ら
れ
、
楯
縫

郡
神
名
樋
山
で
は
そ
の
御
子
の
事
蹟
が
語
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
賀
茂
神
戸
の

条
で
は

　
所
レ
造
二
天
下
一
大
神
命
之
御
子
、
阿
遅
須
枳
高
日
子
命
、
坐
二
葛
城
賀
茂
杜
－

　
此
神
之
神
戸
。
故
云
レ
鴨
神
亀
三
年
改
二
字
賀
茂
．
。
即
有
二
正
倉
↓

と
賀
茂
神
戸
が
葛
城
の
高
鴨
社
の
神
領
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

倉
院
文
書
の
出
雲
国
計
会
帳
に
は

　
天
平
六
年

　
十
一
月

　
　
一
　
十
四
日
進
上
賀
茂
神
税
交
易
絡
壱
悟
斤
事

　
　
　
　
　
　
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

　
　
一
　
同
日
進
上
鹿
皮
蜂
拾
張
事

と
出
雲
と
葛
城
の
高
鴨
杜
と
の
関
係
を
示
す
史
料
が
あ
る
。

　
阿
治
志
貴
高
日
子
板
神
は
大
国
主
神
の
子
で
あ
り
、
出
雲
国
風
土
記
仁
多
那

三
沢
郷
・
神
門
郡
高
岸
郷
に
そ
の
養
育
の
さ
ま
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
出

雲
国
で
育
っ
た
神
で
あ
る
。
そ
れ
が
大
和
国
葛
城
の
高
鴨
の
神
と
な
っ
た
の

は
、
成
人
し
て
後
出
雲
か
ら
大
和
葛
城
へ
の
移
住
が
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
即
ち
出
雲
族
の
一
派
が
大
和
地
方
へ
進
出
し
て
鴨
氏
と
な
り
、
そ
の
本
拠

地
で
あ
る
葛
城
で
祭
っ
た
の
が
、
故
郷
出
雲
の
神
で
あ
る
阿
治
志
貴
高
日
子
根

神
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
故
郷
の
地
出
雲
に
神
領
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
阿
治
志

貴
高
日
子
根
神
が
右
の
よ
う
な
氏
族
の
歴
史
を
背
景
に
持
っ
神
で
あ
る
以
上
、

農
業
神
と
し
て
の
水
神
・
蛇
神
を
崇
拝
す
る
出
雲
族
の
信
仰
を
反
映
し
て
、
水

神
的
霊
格
を
も
つ
蛇
神
・
雷
神
と
し
て
語
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
も
「
天
な
る
や
…
…
」
の
歌
謡
に
ま
っ
わ
る
伝
承
は
、
も
っ
と
も
代

表
的
な
出
雲
神
話
で
あ
る
八
岐
大
蛇
退
治
講
と
も
柵
通
ず
る
性
格
を
有
す
る
の

で
あ
る
。

　
松
村
武
雄
氏
は
八
岐
大
蛇
の
神
話
は
本
然
的
に
は
「
招
ぎ
斎
き
型
」
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
、
「
退
治
型
」
で
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
即
ち
「
水
の
霊
・
地
の
霊
と

し
て
、
作
物
に
関
与
し
た
霊
格
を
　
　
水
の
善
い
作
用
力
を
欲
し
、
水
の
悪
し

き
作
用
を
欲
し
な
い
こ
と
か
ら
ー
巫
人
が
御
饗
し
て
招
ぎ
斎
い
て
ゐ
た
の

が
、
原
初
的
意
義
で
あ
っ
た
。
」
大
蛇
の
犠
牲
と
さ
れ
る
八
処
女
の
原
義
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

年
毎
の
神
祭
り
に
一
人
ず
つ
神
の
臨
時
の
妻
と
し
て
一
夜
妻
の
役
を
演
じ
た
巫

女
で
あ
り
、
大
蛇
に
飲
ま
せ
る
酒
は
神
を
招
ぎ
迎
え
る
饗
宴
の
料
、
酒
船
を
置

い
た
サ
ズ
キ
は
神
を
招
ぎ
迎
え
る
巫
女
の
占
め
る
聖
座
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
八
岐
大
蛇
と
奇
稲
田
姫
と
の
関
係
は
、
阿
治
志
貴
高

日
子
根
神
と
棚
機
つ
女
と
の
関
係
に
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
。
大
蛇
と
阿
治

志
貴
高
日
子
根
神
は
、
い
ず
れ
も
水
の
霊
た
る
蛇
神
で
あ
り
、
農
作
物
の
豊
饒

に
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
妻
と
な
っ
た
奇
稲
田
姫
も
棚
機
つ
女
も
、

巫
女
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
話
も
丹
塗
矢
型
及
び
三
輪
山

型
の
説
話
も
、
本
原
的
に
は
水
の
神
と
神
に
仕
え
る
巫
女
と
の
交
婚
に
よ
っ
て

農
作
物
の
蓋
焼
を
祈
る
と
い
う
信
仰
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
信
仰

は
八
岐
大
蛇
退
治
の
神
話
の
原
初
形
態
に
も
存
し
た
。
倉
野
憲
司
氏
は
、
大
蛇
退

治
の
話
の
一
歩
手
前
に
は
賀
茂
系
の
神
話
が
あ
っ
て
、
そ
の
素
材
と
な
っ
た
と

　
　
　
　
　
＠

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
直
接
の
親
子
関
係
で
は
な
く
て
、
三
輪
山
型
説

話
や
阿
治
志
貴
高
日
子
艮
中
の
神
婚
説
話
を
含
む
こ
れ
ら
一
連
の
説
話
の
共
通

の
祖
と
し
て
、
出
雲
族
の
生
活
と
信
仰
を
考
え
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
出
雲
は
「
河
之
両
辺
或
土
地
豊
沃
五
穀
桑
麻
稔
頗
レ
枝
　
百
姓
之
膏
膜
薗
也
」

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
斐
伊
川
に
よ
っ
て
恵
み
を
受
け
沃
土
を
供
給
さ
れ
た

が
、
一
方
こ
の
川
は
洪
水
の
害
が
甚
だ
し
く
、
民
衆
は
常
に
川
の
動
向
に
よ
っ

て
生
活
を
左
右
さ
れ
た
。
ま
た
河
川
沼
沢
に
棲
む
蛇
類
に
よ
っ
て
も
害
を
被
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
地
に
住
む
民
が
水
の
神
を
特
別
に
尊
崇
し
た

の
は
、
ご
く
自
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
雲
族
を
祖
先
と
す
る
鴨
氏
あ
る
い
は
三

輪
氏
が
、
父
祖
の
地
を
離
れ
て
も
先
祖
伝
来
の
信
仰
を
持
ち
続
け
る
一
方
、
己

が
氏
族
の
祖
神
を
主
人
公
と
し
て
作
り
上
げ
た
の
が
、
丹
塗
矢
型
及
び
三
輪
山

型
の
神
婚
説
話
で
あ
る
。
呵
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
話
と
歌
謡
も
、
出

雲
の
民
で
あ
っ
た
遠
い
日
の
記
憶
を
持
ち
続
け
る
葛
城
鴨
氏
の
神
人
集
団
の
中

で
、
神
に
仕
え
神
衣
を
織
る
女
達
が
己
が
祭
る
神
を
主
人
公
に
、
そ
し
て
自
分

達
の
祖
先
で
あ
る
遠
い
昔
の
巫
女
を
女
主
人
公
に
し
て
作
り
あ
げ
た
物
語
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
（
注
）

　
１
、
後
出
注
８
及
び
注
９

　
２
、
　
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
」

　
３
　
　
「
日
本
古
代
史
新
研
究
』

　
４
、
ム
ス
ビ
ニ
神
に
関
す
る
考
察
（
『
古
代
文
学
の
研
究
』
所
収
）

　
５
、
和
名
抄
に
「
相
楽
郡
賀
茂
郷
」

　
　
　
神
名
式
相
楽
郡
に
「
岡
田
鴨
神
社
」

　
６
、
　
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』

　
７
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』
播
磨
国
託
賀
郡
衰
布
山
の
条
頭
注

　
８
、
律
文
学
の
根
極
（
『
日
本
文
学
の
発
生
序
説
』
）

　
９
、
　
『
日
本
神
語
の
研
究
』
第
四
巻
、
第
二
章
　
高
天
原
系
出
雲
系
及
び
筑



　
　
紫
系
神
話
の
特
徴

１
０
、
玉
依
姫
考
（
『
妹
の
力
』
所
収
）

ｕ
、
炭
焼
小
五
郎
が
事
（
『
海
南
小
記
』
所
収
）

１
２
、
目
一
つ
五
郎
考
（
『
一
目
小
僧
そ
の
他
』
所
収
）

１
３
、
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』

１
４
、
賀
茂
伝
説
考
（
『
日
本
神
話
研
究
』
所
収
）

１
５
、
　
『
日
本
神
語
の
研
究
」
第
四
巻
、
第
二
章
　
高
天
原
系
出
雲
系
及
び
筑

　
紫
系
神
語
の
特
徴

１
６
、
蛇
聾
入
の
源
流
（
『
国
語
国
文
』
　
２
３
巻
９
号
）

　
古
代
の
言
語
に
お
け
る
内
部
言
語
形
式
の
間
題
（
『
古
事
記
大
成
』
第
三
巻

　
所
収
）

１
７
、
瓜
子
織
姫
（
『
桃
太
郎
の
誕
生
』
所
収
）

１
８
、
玉
依
姫
考
（
『
妹
の
力
』
所
収
）

１
９
、
前
出
注
ｕ
及
び
注
１
２

２
０
、
　
『
寧
楽
遺
文
』
上
巻

２
１
、
　
『
日
本
神
語
の
研
究
」
第
三
巻
、
第
十
；
早
　
八
岐
大
蛇
退
治
の
神
語

２
２
、
賀
茂
系
神
語
と
三
輸
系
神
語
と
の
関
聯
（
『
古
典
と
上
代
精
神
』
所
収
）

２
３
、
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
の
条

阿
治
志
貴
高
日
子
根
神
の
神
婚
説
語

三
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